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今回の調査では、大きく二つの成果をあげることができます。

本資料ではその成果について解説いたします。調査や遺構の概要については別紙の印刷資料を

参照ください。

大嘗宮と考えられる遺構について

今回の調査で注目できる成果のひとつは、称徳天皇の大嘗宮に比定される遺構を確認したこと

です。大嘗宮は、天皇の即位大賞祭に用いる仮設の建物群です。ここでは、比定の理由と問題点

について解説します．

大嘗祭とは<--大苔祭は天皇が即位後初めて新穀を神に供え、神
とともに食する俵式です。 11月の下卯の日が祭A

とされています。天旦即位後に行う一世一度のもの

です。即位が 7月以前であれば即位した年に、 8月

以降であれば翌年実施されました。

（主な儀式の流れ）

1)天兒即位後、悠紀・ 主基二国を卜定する。

2) 8月上旬に悠紀 ・主基両国に抜穂使を派遠し

9月に抜穂の行専を行い、これを都に運ぶ。

3)祭日の7日前に地鎖をおこない、大嘗宮（悠紀

院 ・主基院）と廻立殿を造営する（3日前まで

の5日間で竣工）．

4) I I月下卯の日、悠紀・主基正殿の儀式を行う．

天皇は内裏から廻立殿に出御 （午後7時頃）．

ここで御褐殿の儀（潔斎）を行った後、若替え

て悠紀院の正殿に向かい（午後8時半頃）、大苔

の儀を行う。その後天皇は廻立殿に戻り（午後

】1時頃）｀再び御場殿の儀を行った後、祭服を

替えて主基院の正殿に向かい （午前2時半頃）、

図 1) 大嘗宮悠紀院推定復原図

（昭和60年度平城宮諭発掘調査概輻より）

再び大嘗の維を行う。その後天旦は廻立殿に 平城宮の天皇と大嘗祭

戻って（午前5時頃） 着替えた後、内裏に還御一する。 平城宮で即位した天皇は元正、翌武、孝謙、淳仁、

5)大嘗祭終了後（翌日辰の日午前5時半頃）、鎮 称徳、光仁、桓武の各天皇です（表 1)。孝謙天皇

祭の儀式をおこなった後、悠紀 ・主基両国の人 は再び即位（重詐）し、称徳天旦と後に呼ばれます。

夫によって大苔宮を解体し、地鎮をおこなう。 この7代6人の天皇の中で、大嘗祭をおこなった場

6)翌日から 3日間（辰・巳 ・午の日）節会をお 所が知られているのは孝謙、沿仁、光仁．桓武の各

こなう。 天皇です。



ー ま笠虫心隣の竺そ — ①

表1) 奈良時代の大 嘗 祭

年月日 天皇悠紀国 主基国 史 料 ( 1史続料B＊出紀典』） 推定位置

① 71（ 霊6年亀II2 ) 月1 9 日 元正 遠江 但馬 遠一辛人卯江階ら、にを・禄須進大嘗携むを。す賜の。但う親馬こ王国と差の巳郡下あ、司り．及二人び由機百に位官の
霊条亀2年11月辛卯 東(0区1期朝）堂院朝庭

② 72（神4亀年III ) 月2 3 日 聖武 備前 播磨 翌・宮己rntのら99E：●、「大ふ内北.＿書須．二ーす●ザし門．江にと似す蹂すこ・•：：：傘っ山•．いヱ玉？て位品m．神●下石掲孟と上をし．• i ロ神条亀元年II月己卯 東(02区期朝）堂院朝庭

③ 74（天9年平勝II宝月2l)5日 孝謙 因幡 美濃 岐因乙卯幅国、をとす南も薬。っ園て新由宮機に国おといして、英大嘗濃すを。須 天乙平卯勝条宝元年II月 南薬固新宮

④ 7（5天8年平宝LL字月223)日 淳仁 丹波 播II! 辛をを行卯須岐、う。殺と政丹す．官波院国にを御由槻してと、し大、嘗播磨の事国 天辛平卯宝条字2年11月 束(A区期朝）堂院朝庭

⑤ （76天5平年神II護月12)2日ヵ 称徳 美濃 越前 癸るおを（実も。い酉天犀って、て皇の是、由更祭、よ重機にり日ね先と大はして．嘗2廃、万2の越帝日懺事前己、にを国既卯臨行をにかむう須淡）．． 伎路美ことこに濃すに遷国． 天癸平酉神(16護日元〉年条11月 中【今央回区】朝堂院朝庭

⑥ 771（宝年亀112)月21B 光仁 参河 因幅
宝条亀2年II月癸卯 東(8区期朝）堂院朝庭

⑦ 7（8天1応年111 ) 月1 3 日 桓武 越前 備前 丁備をを巳卯行前献上、をるにう。須。禄太政越機士を前風官賜と院す国歌う。債にをこ御両もをと庭国差っしてて種にあ種奏、由り翫。大機す。嘗好との五のし事物位、
天条応元年JI月丁9Il 東(C区期朝）堂院朝庭



嘗宮の建物（奈良時代後半） （1尺a0296mとする）

正殿 御厠

桁行 梁行 東西 冑北

東
"“..,,,,'・"""', "・"'"""'・"""', 11840ml 4.740m I 2.660m I 2.370m 

区
31.325m 146.500m 118.050m 117.900m I (21尺11(14尺） （40尺） （16尺） （40尺11(16尺）

A 
7尺等11117尺等間 8尺等11/118尺等間 8尺等間 8尺等間 9尺 8尺

期 106尺 157尺 60尺 60尺 SB11790 SB11785 SB12270 SB12243 

3X2間東西棟 5X2間東西棟 5x21111南北棟 1 x11111 

4.170m I 2.370m 114.060ml 4.740m 111.840ml 4.740m I 2.960m I 2.360m 
: 3250m 450m 22325m 1890m (14.1尺1 (475尺） （16尺1 (40尺1 (16尺I

B 
7尺等 8尺 5尺等~,.尺等間 8尺等間 8尺等間 10尺 8尺

110尺 152尺 89尺 64尺 SB12300 I S812280 I ~ 
期

3x1間東西棟 5X2間東西棟 5X2間隋北棟 1 X 1間

東
4.170m I 2370m 114060ml 4.740m 111.840ml 4.740m I 2.660m I 2.360m 

区
31.325m I 44.4m, I 22.6m I 18.9m I (14.1尺11 I (47.5尺） （16尺11(40尺)1(16尺）

C 7尺等r• 8尺 5尺等贔 8尺等間 8尺等間 8尺等間 9尺 8尺
期 106尺 150尺 76尺 64尺 SB12301 SB12290 SB12244 SB12242 

・・・- ●^●---' 5X2間隋北棟 1 X 1間

今
回

確定せず 未謁査

-
:1 107尺 1150尺 1 記載なし 8尺

3X1間東西棟 1 5x2間東西棟 1 5x2間南北棟 1 1X1間

l 内裏へ還御 I I内裏より出御 I

パ⑥ ① 

廻立毀 （午後7時頃）

御湯殿の儀 ， 
i 二 ：

（午前5時頃）・ 御所~．．．．►御湯殿 '

、一⑤ （午検11蹄頃） ② 

④ ・ て③ ・ヱし・ （午後8時半頃）

’主基院正殿'
（午前2時半頃）

：悠紀院正殿

； 

! I大嘗の饉 I! 圧四 ：

図2) 大嘗祭における天皇の動き



ヰ吐宣正の竺そ ② 
東 区朝堂院の大嘗官 • .. -

-1 - — 曰 l
今回の成果を評価する上で、遺構配置が近似する束区朝棠院 國函 '

の大嘗宮の存在が参考になります。東区朝蛍院は中央区朝堂院 ， 一 ； 

の東側に存在する施設です。平城宮第 16 3, 1 6 9次調査 (1 ] 

984・85年）の成果によって、 5時期の大官宮と考えられ 。
る建物群を確認しました。特に 16 9次調査では方形の区画の ， 
中に臼屋、胞歴、正殿御厠にそれぞれ比定できる建物群が存 ． 

A 期 〗
在し、『佐式』の大嘗宮の記載を勢緊とさせます（表 2)。 -

加えて 『儀式』では、大苔祭に際し、大・1,宮に用いる木材や l丁
:~;：：こ翌悶悶竺::；；:：雰：；；；ig: /＇ 
れた建物群が朝堂院第二堂の前に展開していること、朝堂院朝 9, 0 
庭という本来建物が建てられる空間ではない場につくられた仮 B期 ― ,. 

設建物としては大規模なものであることからも、確認された遺

構が大苔宮であり、東側の区画である悠紀院と考える根拠に

なっています．

これらの建物群にみられる特徴として、臼屋および膳屋と考

えられる大小の束西棟建物の東側の柱列を揃える形で建ててい

ることがあげられます。

c期
I□ n 

ゴ
・
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図3) 平城宮第 163次調査遺構平面図と大嘗宮の変遷模式図



本調査における大嘗宮は称徳天皇のものと推定 利遁5天皇の大嘗祭

—-＝ト柱穴出土の瓦の年代により、今回みつかった建物 称徳天皇の大苔祭は、道鏡の影響や天皇の仏教へ

群は奈良時代後半、第一次大極殿院解体後のもので の傾倒により僻侶も参加した異例の形式で実施され

ある ことがわかります。 このため今回確認した大苔 たことが知られています。この時に発せられた詔に

宮の達構は、淳仁天皇以降4代のいずれかの天皇の は、仏と神との関係を述ぺ、僧尼の大賞祭への参加

大嘗祭にともなうものと考えることができます。 を正当化しています。

このうち、淳仁天皇は乾政官院、光仁天皇・桓武 称徳天皇の大苔祭は続日本紀では 11月癸酉(16

天旦は太政官院で行ったと明記があります。乾政官 日）の条に記専があります。しかし、大嘗祭が卯の

院は、藤原仲麻呂政権下に唐風美称に改称したもの 日に行われること、次の辰 ・巳両日に行われる節会

で、太政官院と同じ施設を指します。同じ楊所にお は規定通りにおこなわれており、 日があいてしまう

いて 5時期の大苔宮の存在が知られる東区朝堂院 ことから己卯 (22日）の款記である可能性が高いと

が、この施設にあたることは確実です。 したがっ 考えられています。新穀を貢上し、大菅宮を造裳す

て、今回の大若宮は、 765年（天平神護 1)に行わ る国として悠紀国は美漿国、主基国は越前国が選ば

れ、湯所が明記されていない称徳天坐韮詐の際の大 れました。

苔祭にともなうものであることがわかります。 称徳天品は77 0年（宝亀 l)西宮の寝殿で死去

このことは発見以来、議論が続いている東区朝堂 します。西宮は第一次大極殿院の跡地に設けられた

院の5時期の大嘗宮の天島の比定にも根拠を与える 宮殿とする説が有力ですが、内裏の建物群をこれに

ものであり、極めて堕要な成果といえます。 あてる説もあり、位置は特定できていません。今回

問題点と課題— 
の大嘗宮の発見により、称徳天見が中央区で大苔祭

をおこなったことが明らかになり、その北側の建物

群を西宮と呼んだ可能性が尚まったといえます。

用語解説

今回の調査の成果により、確認できた遺楕を大嘗 大嘗宮だいじょ うきゅう

宮と推定しましたが、最後に問題点をあげておきま 大嘗祭の祭楊として、朝堂院朝庭に臨時に造営される施

す。 設。東の悠紀院と西の主基院からなる。

まず、 『儀式』では廻立殿は5問X2間の建物と 袋式ぎしき

されています。しかし候補として有力な掘立柱建 朝廷で行われる恒例・臨時の儀式の次第を記した1l1式

物 1は現状で 5間X4間の規模があります。調査区 書。 JO巻。872年から877年頃成立した 『貞観悦式』にあ

北側は未発掘で、なおも北に建物が広がる可能性が たるとされる。

あります。束区朝堂院で廻立殿の可能性が指撞され

ている建物は4間XI間であり、これだけ大型の建
廻立殿 かいりゅうでん

天皇が湯を浴びて潔斎を行い、また大嘗の儀の間に御在
物は例がありません。その構造や性格についてはさ

所とする違物。大嘗宮の北側の東西中紬上に建つ東西棟
らに検討を進める必要があります。

で、束二問の御湯殿と、西三間の御所に仕切られている。
今回の成果をあわせた悠紀院の遺栴は、いずれも

建物配骰に共通点があり、『錢式』に類似していま 悠紀院 ・主甚院 ゆきいん ，すきいん

す。しかし、今回の調査で確認された臼屋は、 3間
大嘗宮を構成する儀式空間。束を悠紀院、西を主基院と

呼ぶ東西対称の空問からなる。それぞれ、正殿（大嘗殿）、
X2間で、『儀式』記載の3問XI間とは異なります

遺構からは、束区朝堂院のA期の建物が同様の柱配
° 御厠、膳屈、臼屋などの建物から構成され、周囲には柴垣

がめぐる。『憐式』では、東西2l 4尺、南北I5 0尺．
世を持っています。このような建物の違いについて

も今後検討を深めていく必要があるでしょう。
臼屋うすや 膳屋かしわや

また、今回確紹したのは悠紀院の北側部分であ
大嘗祭に供する稲を臼 臼屋で吝いた米を炊飯し

り、搭屋と考えている掘立柱建物3についても、北
で脊いて精白する作菜を ご膳とともに配膳するための

行うための達物。 建物。外側（悠紀院では東側）
側柱列が確認できたに留まります。大苔宮との比定 三間の調理空間と、内側（悠

を確実なものとするには、現調査区の南側の調査に 紀院では西側）二間の配膳空

より、正殿や御厠、膳屋の確認が必要となります。 間（盛所）に仕切られている。



翌生烹デ宣和の竺竺 ② 

道-2こ
もうひとつの成果は、下ツ道の両側溝の確認です。この道は東の中ツ道、上ツ道と並ん

で大和盆地を南北にはしる直線道路で、 7世紀前半には既に成立していました。南側で巨

勢道へ、北側で歌姫越に接絞し、紀伊や山背（山城）とつながっていました。

平城遷都に際して、 平城宮内は埋め戻され、また平城京内では拡福されてメインスト

リートである朱雀大路となりました。平城京は下ツ道を基準にして造営されており、その

実態や、正確な位置を確定することは平城京の設計原理を探る上で貨重な情報をもたらす

ことになります。

下ツ道は平城宮内において朱雀門基壇下（平城宮第 16 ・ 1 7次）、中央区朝堂院南門

周辺（平城宮第 11 9次）で発見されていますが、北側の第一次大極殿院地区の調査では

確認できておらず、直線道路がどこまで延びているのかは明らかになっていませんでした。

今回は宮内の調査例をもとに、位世を推定し、調査区南端では推定通りの位世に両側溝

を確認することができました。しかし、調査区内で東寄りに徐々に曲がりつつあることも

指摘できます。このことは、調査区付近の局地的な溝のぷれと考えることもできますが、

直線道路の延長よりやや東寄りに想定される歌姫越に向けて道が曲がり始める部分にあた

る可能性もあります。

現状では、下ツ道の最も北側での調査例になります。

関連する人物

称徳天皇 718~ 770 
些武天皇の皇女。母は光明皇后。749年型武 道鏡 ワ～772

から譲位されて即位（孝謹天旦）。東大寺大仏 河内国若江郡弓削郷の人。禅行を認められ

開眼をおこなう。758年大炊王（淳仁天皇）に て禅師となり、孝謙太上天皇の石病に功があ

譲位するが、寵愛していた道鍍をめぐり淳仁 り、寵を受けた。対立する藤原仲麻呂を排除

や藤原仲麻呂と対立。 764年藤原仲麻呂の乱 した後、太政大臣禅師に、次いで法王位に昇

に勝利し、淳仁を廃して重祐（称徳天皇）。重 り、のち宇佐八幡の神託を根拠に品位に就こ

詐後道鏡を痙用し、宇佐八幡宮神託事件を起 うとしたが和気清麻呂らの抵抗にあい失敗

こす。皇嗣を定めぬまま西宮で死去。 （宇佐八幡宮神託事件）。称徳天王の死後失脚

又
淳仁天皇 733~ 765 

し、造下野国薬師寺別当に左蓬されその地で

死去．

天武天皇の孫。舎人親王の子。藤原仲麻呂 藤原仲麻呂 706~ 764 
に推されて即位するが後に孝謙太上天皇との 藤原南家の出身で藤原武智麻呂の子。叔母

llllに不和を生じ、藤原仲麻呂の乱直後に皇位 の光明皇后の信任を得て政治的地位を上昇さ

を廃されて淡路に移され、脱走をこころみる せ、淳仁天品を擁立。 大師（太政大臣）に任

も失敗し死去。 じられ恵芙押勝の名を受け、専制政治をおこ

なった。後に孝謙太上天兒と対立、排除を狙

うが逆に追討され、近江で戦闘の後に斬られ

る（藉原仲麻呂の乱）。


